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　2016年4月27日（水）午後3時より、小野記念講堂
において、竹﨑博允前最高裁判所長官に「裁判の役
割と裁判官の在り方について」と題して、ご講演を
頂きました。本講演は、大学院法務研究科の「任官
支援プログラム」の一環として開催したものでした
が、当日は、本研究科の在学生だけでなく、多くの
学部学生等も参加し、会場は独特の熱気に包まれて
いました。以下、紙面の関係上、項目やごく一部の
概要のみとなりますが、ご紹介させて頂きます。

　まず、冒頭におきまして、本日の講演の概要や趣
旨のご説明を頂きました。その中では、多様性のな
いところに発展はなく、裁判所の役割が多様化して
きている今日、様々な資質、経歴、性格、思考形態
を持った裁判官が、全体として普遍的な要請に応え
ていくことが望ましいこと等のお話がございました。
　その後、「裁判官の職務の形態」について、裁判
所の構成や、裁判官の一般的キャリア、我が国の裁
判官制度の特徴等をご説明くださいました。また、
「裁判官の仕事の対象－事件」について、「一般的事
件」、「社会現象としての事件」、「専門性を必要とす
る事件」、「社会的な影響の大きな事件」、「司法の役
割に対する要望」の各項目に分けてお話しください
ました。具体的には、事件解決のために必要な「法
解釈」「事実認定」「評価と判断」という3段階の作
用や、各時代における事件の移り変わり、社会の複
雑・多様化に伴う裁判所の専門化の状況、さらには、
立法権・行政権という他の作用と比べ、透明で公平
な手続きという構造を持つ司法権・裁判の重要性等
についてお話しくださいました。
　さらに続いて、「裁判官に求められるもの」につ
いてお話しくださり、具体的には、「実務を通じて
の学習」、「『部』の役割と研修」、「基礎体力の重要
性」、「論理的、体系的な思考」、「隣接科学と教養」、
「健全な価値観、人間性」等について、それぞれお
話しくださいました。内容を全てご紹介できず大変
残念ですが、例えば、裁判官の40年に及ぶ職業生

活において社会の動
向は大きく変化する
ことから、変化に対
応するための基礎が
重要であること、体
系的な法律の理解と
自ら論理的に考える
能力が重要であるこ
と、判断の公平性・
妥当性を保つためには、必ずしも国民の感覚に従え
ばよいというわけではなく、また、メディアが国民
の意識を正しく反映しているという保障もなく、法
以外の社会への関心、自然科学や歴史等の理解が重
要であること、そして、人間性が極めて重要である
こと等について、具体的な内容を交えつつお話しく
ださり、大きな感銘を受けました。
　最後に、若い法曹志望者に向け、広範な知的関心
を持ち、教養を身に付ける努力を心がけてもらいた
いこと、そして、チャレンジ精神を失わず、失敗を
重ね何度も振り返って反省をする過程の中で成長し
ていくことの重要性、100点主義に縛られてはなら
ないこと等のメッセージを頂きました。
　深い実感を込めてお話しくださったご講演内容は、
参加した法曹志望者の心に、深い印象と刺激を残し
たものと思います。短い時間にもかかわらず、多岐
に渡るご説明と共に、裁判官の在るべき姿をお示し
くださったことに、参加者の一人として心より感謝
を申し上げつつ、ご紹介の結びとさせて頂きます。

（法務教育研究センター助手　小
お

島
じま

　秀
しゅう

一
いち

）

竹﨑博允前最高裁判所長官の主なご経歴
東京大学卒業後、69年判事補に任官し、79年、東京
地裁判事に。その後、最高裁経理局長、事務総長、名
古屋高裁長官、東京高裁長官を歴任。最高裁事務総
長時代に裁判員制度の実施準備から施行後の検証に
関与し、2008年11月－2014年3月最高裁判所長官を
務める。

「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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〈開催報告〉

早稲田大学大学院法務研究科特別講演会
竹﨑博允前最高裁判所長官

講演会「裁判の役割と裁判官の在り方について」



2

新 任 教 員 紹 介 2016年4月から早稲田大学大学院法務研究科の専任教員として
着任された先生方をご紹介いたします。 （氏名五十音順）

■『早稲田大学法務研究論叢』を創刊しました
大学院法務研究科　教授　岡

おか

田
だ

　正
まさ

則
のり

　このたび、法務研究科と法務教育研究センターは
『法務研究論叢』という法律雑誌を創刊しました。
本研究科・センターが推進してきました重層的な国
際化対応プログラム、女性法曹輩出促進プロジェク
ト、「挑戦する法曹」育成・特別コース等の取組みは、
法律学の「理論と実務の架橋」を図るものとして全
国から注目を集めてきましたが、このような取り組

みの成果および教員等の研究の成果を全国に、ひい
ては世界に向けて発信することがその目的です。
　創刊号では、本学の教員や本学出身の実務家等に
よる研究論文・判例評釈のほか、林陽子弁護士・国
連女性差別撤廃委員会委員長の講演「女性差別撤
廃条約批准30年─国際社会に対する日本の約束─」
が収録されています。
　稲門法曹など、早大の卒業生・法務研究科修了生
の皆さんも、「理論と実務の架橋」に資する研究成
果を公表できます。今後、毎年春に発行する予定で
すので、ご注目ください。

笹
ささ

本
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てつ

朗
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　教授
●主な研究テーマ：要件事実論、民事訴訟実務
●主な経歴： 東大法学部卒。東京地裁判事補、静岡地家裁判事補、最高裁民事局付、盛岡地家裁遠野支

部判事、名古屋地裁判事を経て、平成27年４月より東京地裁判事。
●マイブーム： メーヤウのカレー（授業がある日の昼は大抵これを食べています。）、２才の息子の砂場

遊び等の相手（休日は大抵これです。）
●ひとこと： 学生の皆さんに実務に通用する基礎力をしっかりと身につけてもらえるよう、力を尽くし

たいと思います。

細
ほそ

谷
や
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やす

暢
のぶ

　教授
●主な研究テーマ：刑事訴訟実務
●主な経歴： 早大法学部卒。東京地裁判事補、最高裁家庭局付、福岡地裁判事補、大阪高裁判事、千葉

地裁判事、最高裁調査官を経て、本年４月より東京地裁判事。
●マイブーム：山根先生に勧められ購入したiPadの活用
●ひとこと： ４年ぶりの地裁実務との二足の草鞋ですが、目標に向かって努力を重ねている皆さんのた

めに、１回１回の授業に情熱を傾けて全力を尽くしたいと思っています。

山
やま

根
ね

　薫
かおる

　教授
●主な研究テーマ：検察の捜査・公判実務、刑事法学等
●主な経歴：  早大法学部卒。大阪地検任官後、広島地検公判部長、東京地検立川支部副部長、仙台地検・

千葉地検総務部長を経て現職（東京高検派遣）
●座右の銘： 大道無門（景品で貰った飾り扇に墨書されていて、気に入りました。）
●マイブーム： 通勤電車で聴く落語（志ん生、談志）とマイルス、枕元のボルヘス、ニクラス・ルーマン、

ドラマ「ゆとりですがなにか」、単身赴任解消で３年振りに身近に接する妻の言動（微妙）
●ひとこと： 実務家教員ならではの切り口で、実践的かつ新鮮な驚きのある授業ができたらと願ってお

ります。皆様のご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

　上記３名に加えまして、田中昌利教授が、本研究科に着任されました。田中教授は、本研究科・客員
教授を経て、2010年４月～ 2015年３月まで本研究科・教授を務め、2016年４月に再び同教授として着任、
専門は「民事訴訟法の理論と実務」です。
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　6月4日、8号館にて、女性法曹の社会的意義を
考えるシンポジウムが開催されました。本シンポ
ジウムは、大学院法務研究科にて進行中のFemale 
Lawyers Project（女性法曹輩出促進プロジェクト）
の一環として企画されたもので、当日は本学法学部
学生をはじめ、他学部や他大学の学生・教員、法律
実務家等、約30名が集まりました。
　甲斐克則研究科長による開会挨拶、浅倉むつ子教
授による趣旨説明の後、シンポジウムが始まりました。
　まず、内閣男女共同参画局長の武川恵子氏から、
「男女共同参画社会に向けての課題と展望」につい
て、世界における男女共同参画社会への動きと日本
の現状などをご紹介いただきました。
　次に、日本弁護士連合会事務次長の道あゆみ弁
護士から、「弁護士会の中の女性弁護士」について、
女性弁護士の意義・役割、弁護士会における男女共
同参画の取組み等を、お話しいただきました。
　続いて、女性法律家協会副会長の金澄道子弁護士
から、「女性法曹の今日的課題」として、女性の視
点が入ったことによって生じた社会・法律の変化や、
女性法曹の活躍を妨げている要因、課題克服の取組
みについて、お話しいただきました。

　さらに、3名の若手女性弁護士より、仕事のやり
がいについてお話しいただきました。経営者弁護士、
公務員、企業内弁護士という、異なる経歴の先生方
であったため、働き方とやりがいも様々であること
がよく分かりました。
　その後、武川氏、道弁護士、金澄弁護士から、こ
れから法曹を目指そうとする人へのエールもいただ
きました。
　今回は男女問わず幅広い年代の方にご参加いただ
きましたが、皆さん熱心にお話を聞かれ、会場全体
が「この課題に取り組まねばならない」という熱気
に包まれました。ご登壇いただいた皆様、本当にあ
りがとうございました。

■ 就職情報交換会、
司法試験慰労・激励懇親会開催報告
早稲田ロースクール稲門会　村

むら

上
かみ

　亜
あ

喜
き

央
お

　去る5月21日、8号館にて、早稲田ロースクール
稲門会主催（法務研究科キャリア支援室共催）の就
職情報交換会を開催しました。9回目となる本年は、
約100名が参加する中、法曹三者及び企業や官公庁
で活躍する12名のOBOGが就職活動のアドバイス
や現在の仕事内容について講演をされました。
　また同日、リーガロイヤルホテルにて司法試験の
受験生を対象に、恒例の司法試験慰労・激励懇親会
を開催しました。参加人数は約100名で、秋山靖浩
教務主任をはじめ多くの先生方、AA、ロースクー
ルOBOGにもご参加頂きました。
　ご参加、ご協力頂いた皆様には心より感謝申し上
げるとともに、このような企画を継続していくため
にも、OBOGの皆様におかれましては、より一層の
お力添えを宜しくお願い致します。

■早稲田ロースクール稲門会とは？

　早稲田ロースクール稲門会は、同ロースクールの
修了生が自動的に加入する同窓会組織です。27号館
（小野梓記念館）という同じ屋根の下で学んだ者同士、
縦にも横にも懇親の輪を広げようという趣旨で設立さ
れました。
　なお、類似した別組織として、稲門法曹会があり
ます。同法曹会は、司法試験に合格し、かつ校友で
ある者が加入しており、早稲田大学卒業者で他大学
のロースクールに行った者も加入しています。対して、
早稲田ロースクール稲門会は、司法試験の合否に関
係なく同ロースクールを修了した者が加入する組織
です。別団体ですのでご注意ください。

女性法曹の社会的意義を考えるシンポジウム
法務教育研究センター助手　松

まつ

岡
おか

　佐
さ

知
ち

子
こ

早稲田ロースクール稲門会

早稲田ロースクール稲門会の会費に関しまして
　早稲田ロースクール稲門会の年会費は 3,000 円です。年
会費をお支払いいただくための書類を本年 12 月号の「梓」
に同封させていただく予定です。
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■法務リカレント講座　
2013年3月法務研究科修了

弁護士（檜垣総合法律事務所）　清
きよ

藤
ふじ

　仁
まさ

啓
ひろ

　私は、今年の6月から開始された実務家向け講座
の法務リカレント講座を受講させて頂いています。
受講講座は甲斐克則教授の医事法です。
　私は、この講座で実務上も関心が強い「入院契約
の終了」をテーマに論文を作成しています。実務で
の経験で得た問題意識を教授にぶつけさせて頂き、
議論を深めるという大変貴重な時間を得ています。
　弁護士になり１年半ですが、日々の業務の中で、
研究を続け、専門性を有することの重要性を強く
感じています。法律家として活躍されている皆様も、
機会があれば大学で研究し、専門分野を作りたい、
一層深めたいと考える方は多いかと思います。
　日々の業務の中での受講になりますが、リカレン
ト講座は、短期間であり、日時の設定も柔軟に対応
してくださるため、受講し易かったです。今後も多
様な講座が開講されるとのことですので、また受講
するつもりです。
　理論と実務の架橋の場である法務研究科の新たな
展開に期待しています。

■法務研究科承認学生研究活動団体紹介
ジェンダー法研究会
副幹事長 大学院法務研究科3年　櫛

くし

引
びき

　友
ゆ

里
り

香
か

　ジェンダー法研究会とは、ジェンダーに関するさ
まざまな社会問題に関心のある学生が集まり、それ
ぞれが興味を持つ分野について自主的に研究してい
る団体です。
　私たちは、①ジェンダーセンシティブな法曹とな
るための素養を身に付けること②社会に対する洞察
力を高めるために、普段よりも広い視野で物事をと
らえること③異なる視点から法学を見直すこと、そ
して④ジェンダーについて多くの人に知ってもらう
ことを目的に活動しております。
　主な活動内容である夏合宿では、先生方やOB・
OGの方々にも参加していただき、学生たちがそれ
ぞれに特に関心を持つジェンダー問題を研究テーマ
として取り上げ、発表します。研究者・実務家・学
生等それぞれの視点から考察を行い、ディスカッ
ションすることで、知識を深め合っています。
　このような活動を通し、互いに、切磋琢磨しあい、
生涯にわたる広範なネットワークを築きあげること
を私たちは目指しております。

■稲門法曹奨学生の声
大学院法務研究科３年　西

さい

條
じょう

　壮
まさ

優
よし

　私の家は母子家庭で家計に余裕がなく、稲門法曹
奨学金という制度がなければ、そもそもロースクー
ルに進学するという選択肢すらなかっただろうと思
います。疑問を真摯に受け止めてくださる懐の深い
先生方や共に議論し合える学友、各方面でご活躍さ
れている実務家の方々との交流など、ロースクール
での生活は常に新しい発見と出会いに満ちており、
おかげさまで充実した幸せな毎日を過ごさせていた
だいております。頂いている奨学金を先輩方からの
激励の気持ちとして受け止め、将来自分も稲門法曹
の一員として社会に貢献できるよう、精一杯勉学に
打ち込んでいきたいと思います。最後になりました
が、稲門法曹の皆様のご支援に心より感謝申し上げ
ます。

「法務リカレント講座」
2016年度秋学期 開講のお知らせ

　早稲田大学法務教育研究センターでは、本研究科を
修了した法曹等を主な対象に、広く稲門法曹等に対し
て「法務リカレント講座」（継続教育講座）を本年度よ
り開講いたしました。
　この講座は、すでに法曹となられた方々を、その後
も持続的・継続的にサポートすることを目的としてお
り、法務研究科の教授やベテラン実務家・専門家の指
導を受けつつ、ディスカッションをしたり、論文を執
筆する等の内容となっております。
　参加申込み等詳細は、確定次第当センターWebサイ
トでお知らせいたしますので、そちらをご覧ください。
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稲門法曹奨学金に関するお問い合わせ

早稲田大学大学院法務研究科
Tel：03-5286-1678　Fax：03-5286-1720

稲門法曹奨学金へのご支援のお申込み方法につき
ましては、下記Webサイトでもご参照いただけます。

http://www.waseda.jp/folaw/gwls/alumni/support/


